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2019年（令和元年）
５月８日

当 面 の 日 程

５月10日㈮ 会津総支部野球大会
　～11日㈯ （下郷町）
５月11日㈯ 第34回4.9反核燃の日全国集会
　～12日㈰ （青森市）

県南総支部野球大会� （須賀川市）
浜総支部野球大会� （いわき市）

５月16日㈭ 県本部2019男女平等推進闘争委員会
（ホテル福島グリーンパレス）

県本部第７回中央執行委員会
（ホテル福島グリーンパレス）

県本部第４回単組代表者会議
（ホテル福島グリーンパレス）

５月17日㈮ 県北総支部野球大会� （二本松市）

５月18日㈯ 2019現業・公企統一闘争勝利総決起集会
（福島市・青少年会館）

県本部第１回組織拡大行動委員会
（福島市・青少年会館）

県本部青年部・女性部第２回部長会議
（猪苗代町・リゾート・インぼなり）

５月18日㈯ 県本部青年女性夏期交流集会事前学習交流集会
　～19日㈰ （猪苗代町リゾート・インぼなり）
５月24日㈮ 県本部2019労働講座
　～25日㈯ （二本松市岳温泉・光雲閣）
５月27日㈪ 県本部・県支部共済推進委員会

（ホテル福島グリーンパレス）
県本部・県支部共済担当役職員会議

（ホテル福島グリーンパレス）
５月29日㈬ 自治労第157回中央委員会
　～30日㈭ （東京都・TOC有明）

2019県本部労働講座
日時：2019年５月24日（金）～25日（土）
会場：二本松市岳温泉
　　　「ホテル光雲閣」
内容：グループ討議、模擬団交　ほか

県本部第３回単組代表者会議参集状況（４月18日　福島グリーンパレス）

　

県
本
部
は
、
４
月
18
日
に

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
お

い
て
、
第
３
回
単
代
会
議
を

開
き
、「
19
春
闘
の
中
間
集

約
と
今
後
の
対
応
」「
第
25

回
参
議
院
議
員
選
挙
闘
争
の

推
進
」「
現
業
・
公
企
統
一

闘
争
の
推
進
」
な
ど
、
提
案

し
た
11
本
の
議
案
を
確
認
し

た
。

　
「
19
春
闘
の
中
間
集
約
と

今
後
の
対
応
」
で
は
、
要
求

書
の
提
出
や
交
渉
状
況
な
ど

に
つ
い
て
集
約
し
た
内
容
を

確
認
し
た
（
下
表
）。

　

交
渉
状
況
で
は
、
当
局
の

都
合
で
３
月
定
例
会
後
に
行

う
単
組
が
増
え
て
い
る
。
対

等
な
労
使
関
係
と
は
何
か
。

当
局
に
対
し
、
交
渉
の
申
し

第３回
単代会議

参
議
院
選
挙
と
各
闘
争
の
推
進
を
確
認

19
春
闘
中
間
総
括
へ
向
け
、
全
単
組
の
春
闘
結
果
の
集
約
を
追
求
す
る
。
ま
た
、
19
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
を
は
じ
め
、

各
種
闘
争
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
夏
の
参
議
院
選
挙
を
含
め
、
推
薦
予
定
候
補
者
全
員
の
勝
利
を
勝
ち
取
ろ
う
！

入
れ
を
含
め
、
誠
実
な
団
体

交
渉
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
年
７
月
10

日
に
福
島
市
で
開
催
す
る

「
県
本
部
第
１
０
２
回
中
央

委
員
会
」
で
の
総
括
へ
む

け
、
全
単
組
か
ら
最
終
集
約

票
の
提
出
を
要
請
し
た
。

　
「
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

の
推
進
」
で
は
、「
自
治
体

現
場
力
の
回
復
に
よ
る
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確

立
」
を
基
本
的
な
目
標
に
掲

げ
、
現
業
・
非
現
業
が
一
体

と
な
っ
て
第
一
次
闘
争
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
前
段
と
し
て
、
５
月
18

日
に
福
島
市
「
青
少
年
会

館
」
で
開
催
す
る
「
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
総
決
起
集

財
源
確
保
に
む
け

自
治
体
か
ら
要
請

行
動
を

　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

来
年
４
月
か
ら
の
施
行
を
前

に
、
各
自
治
体
単
組
で
は
今

春
闘
に
お
い
て
制
度
構
築
に

む
け
た
交
渉
・
協
議
を
行
っ

て
き
た
が
、
当
局
の
対
応
の

遅
れ
な
ど
、
未
だ
賃
金
水
準

す
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

総
務
省
は
４
月
３
日
付
け

で
、
各
自
治
体
に
準
備
状
況

等
に
関
す
る
調
査
と
議
会
提

案
予
定
時
期
等
に
関
す
る
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

各
自
治
体
単
組
に
は
、
時

間
的
に
余
裕
が
無
い
な
か
、

十
分
な
労
使
協
議
の
な
い
ま

ま
制
度
導
入
さ
れ
な
い
よ
う

引
き
続
き
の
交
渉
・
協
議
を

行
う
こ
と
を
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
一
番
の
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
財
源
に
つ
い

て
、
首
長
に
対
し
、
要
請
書

を
提
出
し
、
制
度
導
入
に
む

け
た
財
源
確
保
を
求
め
る
と

と
も
に
、
首
長
か
ら
も
国
に

要
請
を
行
う
よ
う
求
め
て
い

く
。
県
本
部
も
５
月
上
旬
に

地
方
団
体
に
対
し
、
要
請
行

動
に
取
り
組
む
。

支
持
拡
大
に
取
り
組
む　
　

参
議
院
選
挙
推
薦
候
補
の
勝
利
に
む
け
て

会
」
に
結
集
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

　

６
月
の
統
一
闘
争
は
、
全

単
組
で
の
要
求
書
提
出
を
め

ざ
す
。

　

第
３
回
単
代
会
議
と
共
済

推
進
単
代
会
議
に
引
き
続

き
、「
第
25
回
参
議
院
選
挙

『
岸
ま
き
こ
』・『
吉
田
た
だ

と
も
』
支
持
単
組
代
表
者
会

議
」
を
開
き
、
獲
得
目
標
の

設
定
と
具
体
的
な
取
り
組
み

を
提
起
し
た
。

　

単
組
で
推
薦
候
補
の
後
援

会
入
会
と
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド

に
取
り
組
み
、
支
持
拡
大
を

進
め
て
い
く
。

　

県
選
挙
区
と
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
と
し
て
、
県
本

部
で
は
、
連
合
福
島
で
の
推

薦
決
定
後
、
速
や
か
に
機
関

会
議
で
連
合
福
島
推
薦
予
定

候
補
者
の
推
薦
を
決
定
し
て

い
く
。
具
体
的
な
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
連
合

福
島
等
か
ら
の
提
起
を
受
け

て
の
対
応
と
な
る
。

　

ま
た
、
非
拘
束
名
簿
式
比

例
選
挙
（
ド
ン
ト
方
式
）
は
、

各
政
党
に
割
り
振
ら
れ
た
議

席
数
を
、
個
人
名
の
得
票
数

が
多
い
順
で
の
当
選
と
な

る
。
個
人
名
で
の
投
票
の
周

知
を
徹
底
す
る
取
り
組
み
や

各
補
助
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
理
解
を
深
め
て
い
く
。

《2019春闘の中間集約状況（抜粋）》

区　分 県北
（17単組）

県南
（24単組）

会津
（18単組）

浜・県職
（20単組） 計

提出済
（予定含む） 14 18 13 12 57

（72.2％）

提出なし 3 6 5 8 22
（27.8％）

⑴　要求書の提出状況（単組数：79）

区　分 県北
（17単組）

県南
（24単組）

会津
（18単組）

浜・県職
（20単組） 計

交渉実施単組
（予定を含む） 12 11 6 5 34

（43.0％）
若年層組合員
が参加 1 2 2 1 6

（7.6％）
若年層役員
が参加 6 5 6 4 21

（26.6％）

⑵　春闘期における団体交渉状況（単組数：79）

区　分 県北
（８単組）

県南
（18単組）

会津
（13単組）

浜・県職
（14単組） 計

３月
定例会 4 9 6 7 26

（49.1％）
３月
定例会後 1 2 0 2 5

（9.4％）

未確認等 3 7 7 5 22
（41.5％）

⑶　時間外労働の上限規制等の条例化状況（自治体単組数：53）

第19回統一自治体選挙
組織内候補勝利を飾る

２
期
目
当
選

�「
渡
部
く
に
ま
さ
」
町
議

　４月16日告示21日投票で行われた南会津町議会議員選挙にお
いて自治労組織内「渡部くにまさ」町議は２期目当選を果たし
た。当選の挨拶では「厳しい選挙戦であったが、地域の皆さん
の温かい声援を受けて当選ができた。だれもが住みよい南会津
町をつくるため、４つの公約『若者の雇用確保』『地域医療の
充実』『介護問題』『観光振興』実現に向け、精一杯頑張ってい
く」と力強い決意を述べた。

　４月14日告示、21日投
票で行われた喜多方市議
会議員選挙において自治
労組織内「坂内てつじ」
市議が４期目当選を果た
した。当選の挨拶では
「決意も新たに『誰もが
住んでよかったと思う喜
多方』をめざし、今後も
頑張っていく」「喜多方が
直面している人口減少に
歯止めをかけるため、子
育て支援と高齢者対策、
そして、より魅力ある喜
多方にするため産業振興
に努めていく」とこれま
で、３期12年の議員経験
を活かし、職員を含め市民の皆さんの思いと声を市政につなぐ
決意とご支援・ご協力に対する感謝を述べた。

４期目当選
� 「坂内てつじ」市議

（「渡部くにまさ」町議写真左）

（「坂内てつじ市議」写真中央）
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会
津
総
支
部

浜
総
支
部

県
北
総
支
部

県
南
総
支
部

県
職
連
合

2019

総
支
部
新
体
制
ス
タ
ー
ト

2019年度　各総支部連絡先
県
職
連
合

（住　所） 福島市杉妻町２－16　県職員会館内
（電　話） 024－523－1306
（ＦＡＸ） 024－523－1309
（E-mail） f-kenshokuro@fukushima-pref.com

県
北
総
支
部

（住　所） 福島市五老内町３－１　福島市役所内
（自治労福島市職労気付）

（電　話） 024－533－7330
（ＦＡＸ） 024－533－5889
（E-mail） jichirof@juno.ocn.ne.jp

県
南
総
支
部

（住　所） 須賀川市八幡町135　須賀川市役所内
（自治労須賀川市職労気付）

（電　話） 0248－75－3400
（ＦＡＸ） 0248－75－4449
（E-mail） kennans-3400@tea.ocn.ne.jp

会
津
総
支
部

（住　所） 会津若松市東栄町３－46　会津若松市役所内
（自治労会津若松市職労気付）

（電　話） 0242－27－8550
（ＦＡＸ） 0242－27－8551
（E-mail） jitirou-aizu@theia.ocn.ne.jp

浜
総
支
部

（住　所） いわき市平字梅本21　いわき市職連合内
（自治労いわき市職連合気付）

（電　話） 0246－38－3760
（ＦＡＸ） 0244－22－0877
（E-mail） info@jichiro-hamasou.gr.jp

中央執行委員長
内海　幸一

総支部長
榊　　英則

総支部長
矢吹　　淳

総支部長
佐藤　雅仁

総支部長
前田　伸吾

【中央執行委員長】
内海　幸一（北会津支部）

【副中央執行委員長】
新井田英幸（北会津支部）
和知　　聡（白河支部）
村上　　薫（医大支部）

【書記長】
澤村　英行（直属支部）

【書記次長】
吉田　　彰（直属支部）

【監査委員】
田中　道也（白河支部）
外島　義将（北会津支部）
坂本　利彦（双葉支部）

【総支部長】
榊　　英則（国見町職労）

【副総支部長】
五十嵐貴哉（伊達市職労）
渡辺　良雄（大玉村職労）
草苅　篤志（県職連合福島）

【事務局長】
黒津　正孝（福島市職労）

【事務局次長】
遠藤　英隆（桑折町職労）
広瀬　健一（本宮市職労）
根本　久男（県職連合福島）

【会計監査】
大河内　望（川俣町職労）
豊田　真也（国保連労組）

【総支部長】
矢吹　　淳（古殿町職労）

【副総支部長】
根本　和俊（県職連合郡山支部）
平口　岳司（須賀川市職労）
高久　貴晴（矢吹町職労）

【事務局長】
日野　泰治（白河市職労）

【事務局次長】
西間木　崇（須賀川市職労）
鈴木　朋成（白河市職労）

【会計監査】
矢部　憲宗（鏡石町職労）
曲山　博貴（玉川村職労）

【総支部長】
佐藤　雅仁（会津若松市職労）

【副総支部長】
野辺　善光（喜多方市職労）
阿部健太郎（会津美里町職労）
酒井　史高（只見町職労）
川村　美彦（県職連合北会津）

【事務局長】
渡部　順三（只見町職労）
【事務局次長】
平山　和宏（磐梯町職労）

【会計監査】
歌川　幸二
� （宮川土地改良区職労）
佐藤　充志（下郷町職労）

【総支部長】
前田　伸吾（南相馬市職労）

【副総支部長】
小林　浩二（飯舘村職労）
松本　忠幸（楢葉町職労）
齋藤　英毅（いわき市職連合）
岡　　光一（県職連合浜）

【事務局長】
中野　寿一（いわき市職連合）

【事務局次長】
林　　裕司（富岡町職労）

【会計監査】
鎌田　　毅（相馬水道職労）
佐藤　記央（双葉水道職労）

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
非
正
規
労
働

者
を
含
む
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
金
の
最
低
額
を
法
律
に
よ
り
保
障

す
る
も
の
で
、
定
め
ら
れ
た
金
額
以

下
で
働
か
せ
た
場
合
、
使
用
者
は
法

律
で
罰
せ
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　

現
在
の
福
島
県
最
低
賃
金
は
、
時

間
額
７
７
２
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
金
額
は
全
国
31
位
に
あ
り
、
県
内

労
働
者
の
賃
金
水
準
や
北
関
東
圏
に

位
置
す
る
経
済
実
勢
な
ど
と
比
較
し

て
も
極
め
て
低
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
県
本
部
と
し
て
も
、
連
合
福
島

か
ら
の
要
請
に
応
え
、
福
島
労
働
局

長
な
ら
び
に
福
島
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
長
に
対
し
て
、
今
年
も
最
低
賃

金
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
て

署
名
活
動
を
行
う
。
全
組
合
員
の
ご

協
力
を
。

「
最
低
賃
金

　
引
き
上
げ
署
名
」

�

に
協
力
を

�

６
月
21
日
が
最
終
集
約


